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研究成果の概要（和文）：本研究では，決算短信や企業WEBサイトから，企業の事業に関連する情報を自動的に
抽出し，その情報を検索対象とした企業検索システムを開発することを目的とした．研究成果として，決算短信
から業績要因を抽出する手法，因果関係（原因と結果）を抽出する手法，業績予測文を抽出する手法，関連企業
を推定する手法等を開発した．また，本手法により抽出された業績要因等を検索対象とした４つの企業検索シス
テムを開発した．開発した企業検索システムは，WEBサイト（http://www.ci.seikei.ac.jp/sakai/）にて公開さ
れている．

研究成果の概要（英文）：In this research, we aimed to automatically extract the information related 
to the business of companies from financial statements and web sites of the companies, and to 
develop the company search systems by using the extracted information. As research results, we 
developed a method to extract causal information, a method to extract causal correlation (cause and 
result), a method to extract sentences of forecasted business performance from financial statements,
 and a method to estimate related companies by using the causal information, respectively. We also 
developed company search systems by using causal information extracted by our methods. The developed
 company search systems are published on the website (http://www.ci.seikei.ac.jp/sakai/).

研究分野： テキストマイニング，自然言語処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果による企業検索システムでは，学生の研究分野と関連のある企業を容易に検索することができ，学生
の就職活動支援に活用できる．これにより，自分の研究分野と関連のある企業を見つけ，就職志望とすること
で，学生と企業とのミスマッチを防ぐ．加えて，中小企業にとっては就職情報サイトへの掲載料が高額なので登
録できないのが実情であるが，本研究成果により，中小企業への就職希望学生が増加することが期待できる．本
研究における研究成果として，合計で４つの企業検索システムを開発し，それらは全てWEBサイトにて公開され
ており，誰でも利用可能である．



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究開始当初，（そして現在も）就職活動中の学生は一般に大手企業を志向する傾向にあるといわ

れている．また，近年では，企業側の求める人材と学生側の志望とのミスマッチが問題として挙げられ，
就活中にその企業のことをよく理解しないまま就職してしまい，その結果，早期退職を余儀なくされるな
どが問題となっている．これは学生にとってはもちろんのこと，企業にとっても人材確保の面で大きな痛
手である．そのため，お互い満足できる就職を実現できるような就職活動支援システムが求められてい
る． 

就職活動において企業の情報を調べる場合，就職情報サイトを使用することが考えられる．しかし，
就職情報サイトは企業が登録した事業内容やキーワードを検索対象にしているため，専門性が高い語
は企業が登録した事業内容に含まれていない可能性が高い．また，多くの事業を行っている企業は，
全ての事業に関する情報を詳細に登録することは困難である．そのうえ，このような就職情報サイトへの
企業情報の掲載料は高額であり，中小企業にとっては大きな負担となる．そのため，人材は欲しいにも
かかわらず，就職情報サイトに掲載していない中小企業も数多く存在する．そして，そのような企業を学
生も見つけることはできず，結果，大手企業に志望が集中してしまう． 

以上の理由により，就職情報サイトに掲載されているような情報（事業内容など）を決算短信や企業
WEB サイトから自動的に抽出し，それを検索対象とする企業検索システムの必要性を考えるに至った． 
 

２．研究の目的 
本研究では，決算短信や企業 WEB サイトから，企業の事業に関連する情報を自動的に抽出し，その

情報を検索対象とした企業検索システムのための手法の考案を目的とする．本研究成果による企業検
索システムでは，学生の研究分野と関連のある企業を容易に検索することができ，学生の就職活動支
援に活用できる．これにより，自分の研究分野と関連のある企業を見つけ，就職志望とすることで，学生
と企業とのミスマッチを防ぐ．加えて，中小企業にとっては就職情報サイトへの掲載料が高額なので登
録できないのが実情であるが，本研究成果により，中小企業への就職希望学生が増加することが期待
できる． 
 

３．研究の方法 
決算短信や企業 WEB サイトの情報を活用した就職支援のための企業検索システムを実現するため

に，（１）企業 WEB ページ，決算短信の収集，（２）企業 WEB ページ，決算短信からの企業の事業に関
連する情報の抽出，（３）抽出した企業の事業に関連する情報を検索対象とした検索システムの開発を，
それぞれ行う．（１）では，上場企業の決算短信と，中小企業をも含めたより多くの企業 WEB ページを収
集する．（２）では，決算短信から業績要因や，企業 WEB ページからその企業の事業に関連するキーワ
ードを抽出する．さらに，抽出したキーワードと企業との関連性を自動的に判別する．（３）は，（２）で抽
出した情報をもとに企業検索システムを開発し，一般に公開する． 
 

４．研究成果 
（１） 決算短信からの企業の事業に関連する情報の抽出に関する研究として，決算短信から業績要因
文を抽出する手法[1]の改良に取り組んだ．既存手法は，精度はよいが再現率が50%程度であり，多くの
業績要因文を抽出することができないという問題があった．そこで，学習データの自動生成と深層学習
を組み合わせ，精度を落とすことなく再現率を 72.4％まで向上させることができた．具体的には，既存手
法は高い精度を達成していることに着目し，既存手法による抽出結果をさらに絞り込むことで，より高い
精度の業績要因文の集合を作成した.そして，作成された高精度の業績要因文を深層学習の学習デー
タとすることで学習データを自動生成し，その自動生成された学習データを使用して深層学習を行い，
業績要因文を抽出した.その結果，226,438 文もの学習データを自動生成することができ，既存手法で
は抽出されなかった業績要因文をも抽出することができた．本研究の成果を，企業名を入力するとその
企業の決算短信から抽出された業績要因文を検索することができる企業検索システム（図１．
http://hawk.ci.seikei.ac.jp/cees/ にて公開）に組み込み，より多くの企業の業績要因文が検索で
きるようになった．本研究成果は査読付き学術雑誌論文に採録された[2]． 
 
（２） 決算短信からの企業の事業に関連する情報の抽出に関する研究として，決算短信から因果関係
（原因と結果）を抽出する研究を行った．その成果を用いて例えば原因として「猛暑」，結果として「エア
コン」を入力すると，原因が「猛暑」，結果が「エアコン」を含む因果関係を記述している決算短信とその
企業 を 検 索す るこ と が で きる 企業 検 索 シス テム を 開発 し ， Ｗ ＥＢ サ イ ト にて 公開 し た（図 ２．
http://hawk.ci.seikei.ac.jp/CS/ ）．本研究成果は査読付き学術雑誌論文に採録された[3]． 
 
（３） 企業 WEB ページから企業の事業に関連する情報の抽出に関する研究として，企業ＷＥＢページ
からその企業にとって重要なキーワードを抽出し，そのキーワードを使用して，ある企業と関連のある企
業を抽出する研究を行った．その成果を用いて，企業名を入力すると，その企業と関連のある企業を検
索 す る こ と が で き る 関 連 企 業 検 索 シ ス テ ム を 開 発 し ， Ｗ Ｅ Ｂ サ イ ト に て 公 開 し た
（http://hawk.ci.seikei.ac.jp/LicsPlus/ ）．本システムでは，例えば「エプソン」で検索すると，その



関連企業として「ブラザー工業」が検索される． 

 
図１ 決算短信から抽出された業績要因を検索対象とした企業検索システム 

 
図２ 決算短信から抽出された原因・結果表現を用いた企業検索システム 

 
（４） 業績予測に修正のある決算短信から例えば「音楽分野は音楽制作が好調であることなどにより，
分野全体の売上高は 10 月時点の想定を上回る見込みです」のような業績予測文（企業の今後の業績
予測を示す文）を抽出する研究を行った．その成果を用いて，企業名を入力すると，その企業の決算短
信から抽出された業績予測文を検索することができるように企業検索システム（図１）を拡張した．それに
より，業績が期初の予想よりも好調である企業，不振である企業を，その要因も含めて調べることができ，
就職活動における企業選択において重要な要素である，業績が好調で成長している企業を調べるため
の情報源となることが期待できる．本研究成果は査読付き学術雑誌論文に採録された[4]．さらに本研
究を発展させ，抽出対象の決算短信の範囲を広げ，期初の決算短信からも抽出できるように手法を改
良した．具体的には，抽出された文が業績予測文であるかどうか深層学習を用いて分類し，さらに，分
類された文を再び学習データとすることで，より高い分類精度を達成することができた[5]． 
 
（５） 複数の志望企業がある状態から新規の志望企業を探すことを想定し，複数の企業の共通要素を
その企業の決算短信における業績要因から推定し，それを使用して新規の志望企業となる可能性のあ
る関連企業を自動的に推定する手法を開発した．そして、その成果を用いて，入力した複数企業にお
ける共通要素から，その共通要素と関連のある企業を検索できるシステムをＷＥＢサイトにて公開した
（http://hawk.ci.seikei.ac.jp/RECS/ ）．本研究成果は査読付き学術雑誌論文に採録された[6]． 
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